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冬の陣は大成功！

　3月11～12日に行われた「第8回越後まつだ

い冬の陣」はお天気にも恵まれ、各地からたく

さんの人が繰り出し大盛況でした。直前の7日

には世界中が注目した難工事『鍋立山トンネル

の掘削完了』という朗報も届いています。

主
な
内
容

平成7年度予算ほか…………②～0

声の広報が開局・………………・…・⑥

町内教職員異動……・…………・・…⑦

冬の陣・のっとれ松代城……⑧～0

東京発、文芸……・…………・・…⑫⑬

お知らせ…・……………・…・……⑭⑮
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』みんなのため

円音
ゆ

五額公
噂糸

38億6500万円誰会毅

　
三
目
七
目
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
平
成
七
年
度
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
松
代
下
町
団
地
の
近
く
に
建
設
さ
れ
る
松
代
保
育

園
や
、
八
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ
る
公
営
住
宅
六
戸
建
二
棟
を
始
め
、

芝
峠
温
泉
に
家
族
が
低
料
金
で
滞
在
で
き
る
コ
テ
ー
ジ
ニ
棟
の
建
設
な
ど

『
生
活
密
着
型
』
を
め
ざ
し
、
総
額
で
五
十
億
二
干
七
百
三
十
五
万
円
。

　
駅
前
整
備
事
業
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
の
建
設
や
「
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
」

な
ど
大
規
模
工
事
が
終
わ
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
二
億
一
二
干
九

百
三
十
六
万
円
、
率
で
四
・
五
％
の
減
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
町
の
予
算
は
、
　
「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す

大
部
分
の
事
業
は
一
般
会
計
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
や
国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
は
、
特
別
会
計
と
し
て
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ
の

概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

特
別
会
計

国民健康保険 3億6785万円

国民健康保険診療施設 1890万円

簡　　易　　水　　道 3億662万円

老　　人　　保　　険 4億6898万円

50億2735万円計登

保
育
園
建
設
で

　
　
民
生
費
ト
ッ
プ
に

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て

一
億
二
千
五
百
万
円
、
率
で
三
二

％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依

存
財
源
が
三
十
億
四
千
五
百
十
二
万

円
で
、
昨
年
よ
り
四
％
、
五
千
七
百

七
十
三
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
地
方
交
付
税
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
基
金
か
ら

の
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
八

億
千
九
百
八
十
六
万
円
、
昨
年
よ
り

）

弧燃轟

一般会計 歳入歳出の状況

民
生
費
7
億
a139万円

（20．2％）

　　※
　　そ
　　盆

　鍵爲
瀞

公
債
費
6
億
7
1
5 万円
（15．7％）

土
木
費
6
億
5
5
3 万円
（15，7％）

議会費
6，495万円（1．7％

労働費
1，657万円（0．4負

予備費
1，038万円（0．391

災害復旧費
　365万円（0．骸

総
務
費
5
億
2
，120万円

（13．5％）

農林業費

4億

4，550万円
（11．5％）

縫麗熱
教育費
2億

9，200万円

（ヱ6％）

衛生費
2億

5，015万円
（6．5％）

商工費
（4．1％） 消防費

（2，8
一脇

撒ンン苫ン澗＝ン燃別＿㈱騰鐘ii：…3ii 綴綴…覇＝嚢　縫…＝＝繋難鐵 ※難嚢…灘購……………………養辮………2螂繍ii ’i灘i…懸　’…嚢…” 馨灘萎 難i…………嚢…i…i…ii萎蒙萎難
……i灘鐡鰯嚢き鰯

地方交付税

19億9，300万円

　（51．6％）

町債
4億

5，090万円
（11，7％）

県支出金
3億

430万円

（7．9％）

国庫
支出金

2億696万円

儀4％）

そ
の
他
①

その他①

地方譲与税
　5，705万円
　（1．5％）
自動車取得税
交付金
2，410万円（0．6％）

繰入金
2億

5，939万円
（6．7％）

町税
2億

4，022万円

（a2％）

そ
の
他
②

そ
の
他
②

諸収入
1億5，809万円（4．1％）

財産収入
　4，391万円（1．1％）

その他
■ノ立■　　（（r　　　Irr！（　　■！、／￥

％）

％）

％）

25万円（3．1％）
万円（0．6％）

881万円（0．2％）

自主財源依存財源
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評威ツ俸虐

四
％
、
一
億
八
千
二
百
七
十
五
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
減
少
し
た
こ

と
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
松
代
下
町

団
地
に
移
転
改
策
す
る
松
代
保
育
園

の
改
築
事
業
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
に

比
べ
四
億
千
八
百
七
十
七
万
円
、
約

百
十
五
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま

す
．　

ま
た
、
総
務
費
は
駅
前
整
備
事
業

や
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
半
減

し
五
億
二
千
百
二
十
万
円
と
な
り
ま

し
た
．
　
　
　
　
枷

　
　
　
　
　
　
　
　
釣

　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
六
億
の
大
台
に
の
っ
た
公
債
費
、
と

ほ
ぼ
同
じ
土
木
費
は
、
町
道
の
改
良

や
修
繕
、
八
年
度
に
か
け
て
建
設
さ

れ
る
公
営
住
宅
や
、
住
宅
用
地
の
整

備
、
冬
季
間
の
道
路
除
雪
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
屋
根
除
雪
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
克
雪
住
宅
の
資
金
貸
付
及

び
資
金
補
助
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
質
的
な
事
業
始
動

と
な
る
下
水
道
は
基
本
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
四
千
六
百
七
万
円
増
え

た
商
工
費
、
は
、
一
億
五
千
六
百
六
十

二
万
円
、
芝
峠
温
泉
に
家
族
が
低
料

金
で
滞
在
で
き
る
コ
テ
ー
ジ
の
建
設

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
栓
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃
筋
鮒

今年度の主な事業

o松代保育園改築

o芝峠コテージ建設

o第5次水道拡張事業

o下水道基本計画策定

○公営住宅建設

～8年度

o大新田圃場整備事業

o山林農業活性化事業

○総合計画策定

性質別の割合

復旧

青繊諾

投資的経費「

＼（29．1％）

人件費
778，339

（20．1％）

牲翻納訳

雛位講禰

義務的

経費
（38．9％）

公債費

615，402
（15．9％）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
筋
が
三
億
六
百
六
十
二
万
円
で
、
昨
年

り
響
難
透
＋
三
・
四
そ
千
一
二
百
八

　
　
　
　
　
　
出
1
4
積
2
2
予
旧
十
八
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
為

む
．
　
　
こ
れ
は
昨
年
度
、
伊
沢
地
区
簡
易
水

魔
劔

餐
協
．
り
道
纏
総
継
＋
二
年

　
　
　
　
費
4
3
ー

その他消費的経費

　　（32．0％）

補助
210，34

（7．5％

　物件費
490，829
（12．7％）

扶助費III，316（2．9％）

の
完
成
を
目
指
し
た
松
代
地
区
簡
易

水
道
第
五
次
拡
張
事
業
に
よ
る
も
の

で
、
昨
年
完
成
し
た
管
理
棟
（
室
野

城
川
ダ
ム
下
流
）
に
お
け
る
電
気
設

備
工
事
が
主
体
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
国
保

診
療
施
設
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
は

三
億
八
千
六
百
七
十
五
万
円
で
、
医

療
費
、
・
加
入
者
数
の
減
少
に
よ
り
昨

年
に
比
べ
千
五
百
五
十
二
万
円
、
約

四
・
五
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
保
険
特
別
会
計
は
四
億
六
千

八
百
九
十
八
万
円
、
昨
年
に
比
べ
四

百
九
十
九
万
円
、
約
一
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
．

　
平
成
七
年
度
予
算
の
概
要
を
簡
単

に
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
事
業
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
四
～
五
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用
語
の
説
明

依
存
財
源

　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

町
債

　
町
が
事
業
等
を
行
う
た

　
め
国
等
か
ら
借
り
る
お
金

自
主
財
源

　
町
独
自
で
得
る
お
金

3



住民課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
祉
保
　
　

保
　
保
保
民
　
生
　

婦
　
士

健
徳
〃
代
〃
〃
〃
〃
〃
野
〃
〃
生
伏
〃
離
〃
〃
糟
〃
〃
健
〃
養

　
　
福
松
　
　

室
　
蒲
犬
戸
　
国
　

保
　
栄

　
持
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
雄
樹
子
江
美
子
子
子
ノ
美
子
え
子
穂
工
子
子
徹
人
和
美
代
子
子
忍

柳
米
ね
美
友
和
ヨ
シ
じ
ル
美

　
　
敏
幸
み
喜
真
美
恭
好
キ
朋
ト
ふ
町
美
ハ
裕
栄
　
清
正
里
和
由
淳

長
事
持
田
　
岸
島
橋
ロ
藤
藤
井
岸
　
口
月
　
　
辺
岡
田
木
谷
井
井
口
木

課
参
米
牧
柳
山
小
高
樋
佐
佐
若
山
柳
石
若
柳
柳
田
室
池
鈴
関
数
酒
樋
齋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
○

デイサービスセンター

盈7－3700　FAX7－3985
センター長松永　勝

ホームヘルパー委託料1，506万円

老人クラブ活動費補助310万円

老人保護措置事業　　6，720万円

ディサービスセンター管理費3，781万円

寝たきり老人家庭援助250万円

重度心身障害者医療費補助

　　　　　460万円
身体障害者措置事業1，655万円

児童手当　　　　　　441万円

保育所改築費　　4億3，552万円

保育所運営費　　　9，591万円

国民年金事務費　　　1，407万円

戸籍事務費　　　　　1，578万円

住民健診委託料　　　2，582万円

危険物ごみ収集委託1，166万円

町営火葬場管理運営費265万円

簡水特別会計へ繰出9，903万円

国保特別会計へ繰出1，150万円

老人特別会計へ繰出2，350万円

総務課
　
　
　
　
　

　

蕊
緩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
務
災
通

　
庶
防
交

木
（
（
（

　
夫
夫
弘

鈴
　
達
芳
一

長
藤
田
藤

課
佐
武
佐

　
㊥

牧　野　恵　子（庶　　務）

柳　広美（　　）
小野島　美津子（　　　　）

茂野孝藏（広　報）

嘱託員行政事務委託　　783万円『

広報等印刷費　　　　527万円

町営バス運営費　　　613万円

地方バス運営費補助1，000万円

交通安全対策費　　　　332万円

上越地域消防負担金7，115万円

消防施設費　　　　2，097万円

町育英奨学貸付　　　　216万円

県議会議員選挙費　4，652万円

町議会議員選挙費　　6，572万円

参議院議員選挙費　　6，623万円

議会事務局

事務局長　山　賀　八　郎

福　原　満　江（書　　記）

議会運営費 6，495万円

企画財政課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猛
務
　

画
政

　
　
ノ
　
　
ノ
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
ノ
　
　
ノ
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

ノ

　
税
　
　

企
　
財

田
（
（
（
（
（
（
（
（

　
勝
子
広
聡
郎
夫
良
久

池

　
慶
政
　
一
則
一

長
橋
方
木
川
川
藤
藤

課
高
西
鈴
市
堀
佐
齋
柳

　
O
　
　
　
O

賦課徴収費　　　　　1，236万円

指定統計費（国勢調査他）

　　　　2，620万円
総合計画策定費　　　　270万円

》
町
長
関
谷
達
治

簿
儀

認綜

　
助
役

ぐ
　
樋
ロ
芳
男

　
収
入
役

く
　
関
谷
政
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
は
大
規
模
な
機
構
改
革
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
の
税
務
課

こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
産
業
企
画
課
を
廃
止
し
、
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
財
政
課
と
農
林
課
、
そ
し
て
、

メ
ン
バ
U
で
昨
年
建
設
さ
れ
．
ふ
る
さ
，
会
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
仕
事
を

注
　
⑨
印
は
副
参
事
　
○
印
は
係
長

　
　
太
字
は
新
採
用

に
振
興
課
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
職
に
四
名
（
男
）
保
母
二
名
が

採
用
さ
れ
、
新
し
い
職
場
で
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
所
属
課

の
変
わ
っ
た
係
も
あ
り
ま
す
が
、
次

の
表
で
全
職
員
の
所
属
と
、
今
年
の

主
な
事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

4



収入役室
和
納
計

政
　
出
会

谷
（
（

　
男
美

関
　
松
和

役
口
藤

入
収
石
佐

会計管理費 125万円

教育委員会

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

平
平
校
　
　
務
務
務
務

　
　
学
ノ
ノ
用
用
用
用

昭
浩
務
ー
ー
中
小
小
小

　
　
庶
　
　
松
松
奴
孟

谷
潟
（
（
（
（
（
（
（

　
　
茂
子
子
作
儀
苗
子

関
西

　
　
　
月
和
幸
盛
早
洋

長
長

　
館
賀
堺
日
口
山
　
羽

育
民

教
公
山
小
春
樋
村
柳
萬

　
　
㊥

　
　
　
　
　
　

　

育
　
員
館

筆
讐

社
　
〃
公

（
　
（
　
（
　
（

裕
孝
司
マ

　
正
武
タ

　
岸
山
原

柳
山
小
桑

○

総合体育館

4つ
り
　
　

3！

育一
体
ノ

7
会
ー

X
社

A
（
（

F
夫
明

　75

徹
義

　

一
藤
田

ク

奮
佐
牧

小学校管理費　　　　7，421万円

中学校管理費　　　　4，879万円

いきいきスクールプロジェクト

推進費（小・中）　　310万円

教育振興費　　　　　2，027万円

社会教育事業費　　　　938万円

生涯学習モデル町事業費300万円

総合センター等維持業理費

　　　　　708万円
保健体育事業費　　　　732万円

体育施設維持管理費2，088万円

、窪’

戸欝≧、’駕’、、ん 驚

欄
　
　
一 建　設　課 農　林　課

F口 課　長　　高　橋　宣　泰 課　長　　高　橋　嵩　一
内） ㊥室　岡　　　茂（土木建設） 参　事　　鈴　木　太一郎
十） 市　川　健　司（　〃　　） ⑭鈴　木　幸紀代（農委・職業）

高　橋　祥　郎（　〃　） ⑪柳　　　善　雄（農　　政）

万’円 ○室　岡　秀　俊（業　　務） 柳　　　利　彦（　〃　　）

若　井　孝　広（　〃　） 松　沢　明　男（　〃　　）

秋　山　益太郎（機　　械） 市　川　英　世（広域組合）

⑭齊　木　　　勉（林　　務）） 鈴　木　昌　芳（　〃　　）

⑳米　持　恒　敏（下水道） ⑭相　沢　哲　夫（農林建設）

平 ○萬　羽　美　栄（　〃　） ○佐　藤　信　一（　〃　　）

平 佐　藤　　　正（県派遣） 相　沢　幸　一（　〃　）
交） ⑳宮　沢　諄　一（水　　道） 関　谷　栄　治（　〃　）

） ○菅　井　正　一（　〃　） 南　雲　壮　一（　〃　）

） 柳　　　　　隆（　〃　）
傍） 町道整備事業（維持・改良・
傍） 国庫補助含む）1億9，440万円 ふるさと定住促進対策502万円
陽） 国県道工事負担金　3，700万円 農業委員会経費　　　334万円
傍） 克雪対策事業　　1億5，387万円 集落センター等修繕　　678万円

住宅管理費　　　　　1，977万円 水田営農活性化対策事業
育） 克雪住宅資金貸付　7，900万円 469万円

） 克雪住宅普及促進事業補助金 山村農業活性化事業1，970万円
貝） 2，200万円 農免農道・中山間地事業負担金

皇官）

住宅用地整備費　　　870万円 4，658万円

公営住宅建設費（継続事業） 低コスト対応土地条件整備事業

（7～8年度）　　510万円 1，860万円

3！34 下水道建設事業　　3，755万円 県単土地改良事業　6，520万円
育） 合併処理浄化槽補助金592万円 アメニテイ支援事業1，000万円

） 簡易水道維持管理費4，972万円 団体営地すべり関連事業

第5次簡易水道拡張事業 5，232万円

万円 1億3，174万円 大新田圃場整備事業3，702万円

万円 森林総合整備事業　　955万円

クト 林道整備国庫補助　2，114万円

万円

万円

万円

万円
振　興　課

事務所：ふるさと会館3階

　　　岱　7－3000
課　長　　関　谷　英市郎 FAX7－2300

万円 ○小　堺　定　男（地域振興）

万円 鈴　木　清　彦（　〃　　） 地域活性化支援事業　795万円

万円 大　野　保　子（　〃　） ほくほく線開業準備　439万円

樋　口　　　彰（　〃　） テレビ難視聴解消対策事業

○石　口　博　雄（商工観光） 440万円

鈴　木　幸　春（　〃　） 企業誘致促進対策費4，000万円

ふるさと会館管理費2，341万円

芝峠温泉 ふるさと会館利用推進事業

レストビレッジ峰 300万円

盈　7－3939 芝峠温泉コテージ建設4，779万円

FAX7－3926 スキー場管理運営委託2485万円

蕪 支配人　馬　場　利　夫
副支配人　石　口　丈　夫
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正午4月1日

『
声
の
広
報
』

割間時の時放送
朝 昼 夜

役場から 6　　：50～　6　　二55 12　二20～12　：25 19　：50～19　：55

農協から 6　：55～　7　：00 12　：25～12　：30 19　二55～20　：00

開
局
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
秋
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
情
報
連
絡
無
線
が
、
四
月
一
日
正
午

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
開
局
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
定
時
放
送
は
一
日
三
回
、
別
表
①

　
　
　
　
　
　
　
の
と
お
り
、
役
場
と
農
協
か
ら
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
場
合
に
時
間
を
ず
ら
し
て
放

　
　
　
　
　
　
　
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
時
報
放
送
は
一
日
四
回
、
午
前
六

　
　
　
　
　
　
　
時
、
正
午
、
午
後
六
時
、
午
後
九
時

　
　
　
　
　
　
　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
チ
ャ
イ
ム

　
　
　
　
　
　
　
放
送
の
み
で
、
屋
内
の
受
信
機
に
は

　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
イ
ム
音
は
流
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
放
送
は
随
時
、
火
災
の
発
生

　
　
　
　
　
　
　
時
な
ど
に
は
一
斉
に
「
サ
イ
レ
ン
音
」

　
　
　
　
　
　
　
と
「
災
害
の
内
容
」
を
放
送
し
、
消

　
　
　
　
　
　
　
防
団
へ
の
出
動
要
請
な
ど
も
放
送
さ

　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
の
取
扱
に
つ
い
て
は

別
に
お
配
り
し
た
カ
タ
ロ
グ
や
お
知

ら
せ
を
参
考
に
、
勝
手
に
い
じ
ら
ぬ

よ
う
注
意
願
い
ま
す
。
ま
た
、
機
器

の
移
動
や
転
居
、
転
出
、
あ
る
い
は

故
障
、
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
、
す

ぐ
役
場
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
情
報
無
線
は
、
全
町
一
斉
放

送
だ
け
で
な
く
、
各
集
落
別
、
地
区

別
に
限
定
し
て
の
放
送
も
で
き
ま
す

し
、
屋
外
の
み
、
屋
内
の
み
の
選
択

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
は

消
防
団
の
分
団
別
に
も
放
送
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
別
表
②
の
十
五
箇
所
に
つ

い
て
は
屋
外
受
信
拡
声
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
に
は
、

マ
イ
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
地
区

内
の
放
送
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
豊
富
な
情
報
を
よ
り
早
く
、
よ
り

正
確
に
伝
え
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

定別表①

別表②　屋外受信拡声局

松代町ふるさと会館前

小荒戸集落開発センター

太平消防ポンプ小屋

菅刈多目的集会施設

千　年　公　民　館

会沢集落開発センター

蓬平小学校跡地

海老分校跡地
犬　伏　町　道　脇

田野倉消防ポンプ小屋

寺田集落開発センター

蒲生生活改善センター

へき地保健福祉館（儀明）

松代町克雪管理センター

峠集落開発センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一陰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11葛I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Io　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oII　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　　　　　　　　　　nI　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■1　　　　　　　　　　　　　　　　　覧1　　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　・』　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　一〇　　　　　　　　　　　　　　　一臼　　　　　　　　　　　　　　　■，　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　”1　　　　　　　　　　　　　　■一1　　　　　　　　　　　　　　巴ロ　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　・■1　　　　　　　　　　　　　覧■　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　，0　　　　　　　　　　　　も1　　　　　　　　　　　　閣1　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　ー一　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　”1　　　　　　　　　　■■1■　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　”1　　　　　　　　　■一I　　　　　　　　　l■　　　　　　　　　11　　　　　　　　　”　　　　　　　　　一一　　　　　　　　』　　　　　　　　，o　　　　　　　　，一I　　　　　　　h　　　　　　　一』　　　　　　　Ig　　　　　　　一・5　　　　　　，9ll・　　　　　　h■■一匹　　　　　臼■』臨　　　　　1”一　　　　匹闘1　　　　1』一一　　　■IIg　　　一■11■　　lo一一』■　一■1・11　－Ih　，9』
511g

景観が豊かです

大池いこいの森
（頸城村）

　
平
成
九
年
五
月
、
越
後
湯
沢
駅

か
ら
ほ
く
ほ
く
線
の
ロ
ー
カ
ル
列

車
に
乗
り
込
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
が

ト
ン
ネ
ル
で
一
時
間
が
経
過
し
て

広
大
な
頸
城
平
野
が
現
わ
れ
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
で
有
名

な
小
説
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
眩
し

い
別
世
界
に
到
着
し
た
感
じ
だ
。

こ
こ
は
大
池
駅
、
増
田
駅
（
そ
れ

ぞ
れ
仮
称
）
と
二
つ
の
駅
が
あ
る

頸
城
村
だ
。
大
池
駅
の
近
く
に
は

三
百
万
ト
ン
の
水
を
湛
え
る
大
池
・

小
池
と
木
立
が
美
し
い
緑
の
「
大

池
い
こ
い
の
森
」
が
あ
る
。
ま
た
、

増
田
駅
は
主
要
地
方
道
新
井
・
柿

崎
線
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

車
で
の
利
用
者
も
多
い
。

　
水
辺
と
緑
が
織
り
成
す
大
池
い

こ
い
の
森
に
思
い
を
寄
せ
大
池
駅

で
降
り
た
。
駅
か
ら
森
へ
と
伸
び
へ

て
い
る
遊
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
一

い
て
い
く
と
木
立
の
間
か
ら
水
辺
脚

が
見
え
て
き
た
。
そ
の
ま
ま
行
く
｝

と
大
池
を
横
断
す
る
橋
が
あ
る
。
　
一

深
緑
色
の
水
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
　
噸

森
の
鮮
や
か
な
明
る
い
緑
。
そ
こ
｝

に
は
忘
れ
て
い
た
心
象
と
し
て
の
｛

風
景
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
　
　
｝

　
橋
を
渡
る
と
木
を
豊
富
に
使
い
　
｛

周
囲
の
自
然
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
た
　
｛

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
｝

こ
で
は
頸
城
村
の
米
と
水
の
歴
史
｛

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
師

館
が
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
ほ
か
に
も
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
｛

ト
を
置
い
た
艇
庫
や
泥
ん
こ
遊
び
｝

が
で
き
る
施
設
も
あ
る
。
も
ち
ろ
｛

ん
キ
ャ
ン
プ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
㌦

屋
外
の
遊
び
は
事
欠
か
せ
な
い
。
　
｝

ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
。
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外▲頸城村ビジ
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』瞳」陰
酔　　ら　　　“　　　、　　軸

　
三
月
十
日
　
創
業
四
十
周
年
を
迎

え
た
共
立
観
光
株
式
会
社
（
本
社
、

十
日
町
市
）
は
、
十
日
町
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
i
（
ク
ロ
ス
ー
0
）

で
七
百
人
を
越
え
る
参
加
者
の
中
、

盛
大
に
記
念
式
典
を
催
し
ま
し
た
。

　
四
十
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
共
立

観
光
㈱
で
は
近
隣
二
十
市
町
村
の
社

会
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ク
ー
タ
ー
を

一
台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
こ

と
ば
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
も
ち

ろ
ん
、
ア
メ
と
お
茶
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．

　
「
環
境
の
快
適
性
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
特
に
農
村
に
つ
い
て

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
町
で
は
、
犬
伏
集
落
に
お
い
て
県

単
補
助
事
業
の
「
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ

事
業
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
平
成
六
年
度
ぽ
「
計
画
策
定
」
と

い
う
こ
と
で
話
し
合
い
を
し
、
先
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
　
伏
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
共
立
観
光
㈱
創
業
4
0
周
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
に
ス
ク
ー
タ
ー
を
寄
贈
！

　
　
、

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
活
動
に
優
先

的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
災
害
時
の
緊
急
連
絡
用
、
ま
た

平
常
時
で
も
職
員
の
機
動
力
と
し
て

活
用
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
共
立
観
光
㈱
は
、
昭
和
三
十
三
年

の
県
立
松
代
高
校
の
修
学
旅
行
に
は

社
長
自
ら
が
添
乗
さ
れ
る
な
ど
、
松

代
町
と
の
結
び
つ
き
も
強
く
、
現
在

修
学
旅
行
を
始
め
各
事
業
所
の
慰
安

％％％％㌔％％％％～～～％％％％％％％～～％％％～％％鮎～％％％％％％％％％％～％％％％％％～％％％％％％％％

小
　●

中
　●

高
教
職
員
の
異
動
・
敬
称
略
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
落

地
視
察
等
を
行
い
　
計
画
を
練
っ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
七
年
度
は
、
い
よ
い
よ
事
業

の
実
施
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
祭
り
灯
籠
支
柱
　
　
一
式

◆
集
落
広
場
休
憩
施
設

◆
集
落
内
広
報
掲
示
板

◆
祭
り
特
大
提
灯

◆
ゴ
ミ
収
集
施
設

◆
花
壇
植
栽
　
　
　
一
式

◆
笠
お
ど
り
道
具
　
一
式

四
ケ
所

一
ケ
所

ニ
ケ
所

　
四
ケ

ニ
ケ
所

〉
ヘ
ル
メ
ッ
ト
付
き

旅
行
、
親
善
旅
行
等
多
く
の
契
約
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
事
故
の
な
い
「
楽
し

い
旅
」
を
企
画
し
て
い
た
だ
く
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
代
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
竹
内
　
実
（
安
塚
町
安
塚
小
）

教
諭
　
湯
浅
昭
司
（
上
越
市
大
手
町
小
）

養
護
　
岩
島
美
智
代
（
安
塚
町
小
黒
小
）

栄
養
　
相
沢
雪
枝
（
津
南
町
津
南
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
田
上
順
一
（
松
之
山
町
松
之
山
小
）

教
諭
　
杉
田
和
宏
（
糸
魚
川
市
下
早
川
小
）

養
護
　
荒
木
文
子
（
浦
川
原
村
月
影
小
）

栄
養
　
山
崎
智
子
（
新
採
用
）

孟
地
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

主養教教校
事護諭諭長

本
柳
宗
一
郎
（
退
職
）

田
中
克
哉
（
新
井
市
水
原
小
）

中
嶋
里
子
（
中
郷
村
中
郷
小
）

石
野
元
枝
（
浦
川
原
村
月
影
小
）

小
柳
美
幸
（
小
千
谷
市
片
貝
中
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
井
上
　
功
（
新
井
市
下
馬
場
小
）

教
諭
　
樋
口
　
茂
（
清
里
村
菅
原
小
）

養
護
　
堀
口
直
子
（
名
立
町
上
名
立
小
）

主
任
　
小
島
慶
久
（
＋
日
町
市
＋
日
町
小
）

奴
奈
川
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
横
山
栄
子
（
上
越
市
高
志
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
内
藤
眞
理
子
（
和
島
村
桐
島
小
）

松
代
中
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　壬A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両目り

赤
沼
文
三
（
上
越
市
城
東
中
）

中
嶋
　
均
（
杣
崎
市
第
一
中
）

深
山
恵
一
郎
（
上
越
市
城
北
中
）

山
田
伸
吾
（
上
越
市
城
束
中
）

井
部
美
花
（
長
岡
市
西
中
）

宮
崎
隆
史
（
高
柳
町
高
柳
中
）

松
木
知
美
（
青
海
町
青
海
中
）

山
岸
利
江
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

講　　　　　　　　　教
師
　　　　　　〃　〃　〃　〃　〃　壬八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員剛

佐
藤
時
子
（
中
郷
村
中
郷
中
）

樋
口
重
正
（
三
条
市
第
二
中
）

荒
井
妙
子
（
新
採
用
）

松
沢
要
一
（
上
教
大
附
属
中
）

内
藤
浩
悟
（
新
採
用
）

加
藤
朝
美
（
糸
魚
川
市
第
二
中
）

村
山
　
哲
（
上
越
市
高
田
養
護
）

県
立
松
代
高
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
金
山
有
紘
（
分
水
高
校
）

教
諭
　
名
川
由
里
子
（
高
田
高
校
）

講
師
　
本
柳
彰
造
（
退
職
）

司
書
　
関
谷
利
子
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
木
島
悦
郎
（
中
条
高
校
）

教
諭
　
宮
本
律
子
（
新
採
用
）

転
出
・
転
入
の
先
生
方
に
は

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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■　　■

■　　■

天
気
も
味
万

な
　
き

犠
蹴
職
．

万
八
千
人
が
楽
し
む

　
町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
が
自
慢
の

『
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
』
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
毎
年
開
催
し
今
年
で

も
う
八
回
を
数
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
三
月
十
一
日
、
十
二
日
の

両
日
に
わ
た
り
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
二
日
間
で

延
べ
一
万
八
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
週
間
天
気
予
報
は
ず
っ
と
傘
マ
ー

ク
が
続
き
、
当
日
の
天
候
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
土
曜
日
は
「
晴

れ
時
々
曇
り
」
そ
し
て
、
日
曜
日
は

雲
ひ
と
つ
な
い
絶
好
の
「
陣
日
和
」
。

お
昼
近
く
の
食
い
倒
れ
横
丁
は
真
直

ぐ
歩
け
な
い
ほ
ど
の
混
雑
で
、
あ
る

グ
ル
ー
プ
の
テ
ン
ト
で
は
売
上
高
が

？
十
万
円
を
越
え
た
と
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
も
東
京
松
代
会
ご
一
行

百
七
名
様
を
始
め
と
し
て
、
交
流
の

深
ま
る
東
京
都
世
田
谷
区
か
ら
も
、

安
田
美
智
子
社
会
教
育
部
長
、
世
田

谷
文
学
館
の
菊
地
副
館
長
な
ど
職
員

四
名
が
訪
れ
「
冬
の
陣
」
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
回
を
追
う
ご
と
に
楽
し
く
盛
大
と

な
る
「
冬
の
陣
」
は
、
日
曜
日
正
午

ス
タ
ー
ト
の
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」

と
と
も
に
県
内
外
に
そ
の
名
を
と
ど

ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
二

日
間
を
、
写
真
で
も
う
一
度
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

▼最優秀賞

雪
像
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

●
最
優
秀
賞

　
干
ば
つ
は
も
う
ご
め
ん

　
　
　
（
竹
所
・
峠
・
木
和
田
原

　
　
　
　
雪
像
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
）

●
優
秀
賞

　
阪
神
・
被
災
地
に
幸
福
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
子
供
会
）

●
奨
励
賞

　
し
ん
の
す
け
、
城
主
に
な
る
η

　
　
　
　
　
　
　
（
南
3
7
・
2
）

●
奨
励
賞

　
宇
宙
を
指
揮
す
る
村
山
総
理

　
　
　
（
室
野
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
）

蹄　難撫鰍，
、蟻．

幽幽轟》
盛
況
！
大
宝
引
大
会
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第8回冬の陣　　　　1

ご寄付一覧i
　　　　（敬称略・順不同）　1

★大和電建㈱　　　　　　　　　　1

カラーテレビ14型　　　　2台　～

クリーナー、電気掛け毛布、　　1

電気膝掛毛布、カールブラシ　　1

★石川酒造㈱（東京都）　　　　　1

清酒松代城500配詰　　　12本　1

★㈱高橋組（松之山町）　　　　1

　　　　　　　50，000円1
★西松建設㈱北越鍋立出張所　　　1

清酒2斗樽　　　　　　　1樽1
　（鍋立山トンネル掘削完成祝）　1

★室野・三六商会　　　　　　　　～

　くいだおれ横丁給水工事　一式1

★松代建設業協会　　　　　　　　i

　　　広場等建設機械等貸与～
★北越キャタピラー三菱建機販売1

㈱魚沼支店十日町営業所　　　　l

　O．7㎡級バックホウ5日間貸与　1

★しぶみ農業協同組合　　　　　　1

　　　　　　コメ　 150kg｝

★松代総合開発㈱　　　　　　　　1

芝峠温泉宿泊券　　　　3名分1
入浴券　　　　　　　　　400枚｛

★東京松代会　　　　　100，000円　季

★三和建設工業㈱（東京都）　　　1

　　　　　　　100，000円1
★渋谷チーム（東京都）　　　　　1

　　　　　　　100，000円｛
★世田谷区（東京都）　　　　　1

世田谷ワイン　　　　　24本1

　ネクタイピン、スカーフ　　　　季

★関谷　孝（埼玉県）　　　　　　｛

　　　　　　　10，000円　1

　ご寄附大変　　　　1
　ありがとうございました　　1

▲とりおい、今年は新町こども会

▲佐々木新一さんの演歌

雪舞台にはたくさんの人

がつめかけました。この

後、ジャッキー吉川とニ

ューブルコメも、すばら

しい演奏でした。

匿
監

越後まつだいの

あったかい心を！
　阪神大震災へ義援金
★ひまわり会

　　　売上金よ髭）　10，000円
★冬の陣実行委員会　　63，428円

チャリティ雪上オープンゴルフ、

輪投の他募金箱の設置、ぬいぐ

るみ隊による募金活動などを実
施。

墜

鼠顯∫
▲かまくらのお寮銭も阪神へ

雪中松代大相撲

一般の部

1位増田義則（十日町市）

2位　数井　憲一（松代分遣所）

3位高橋　　稔（十日町市）

小学生男子

1位　五十嵐賢司（松代）

2位関谷　　学（松代）

3位樋口　直也（十日町市）

小学生女子

1位関谷知恵（松代）
2位　関谷　有希（松代）

3位中村由紀子（松代）

▲快晴のもと、

　　相撲で日焼けしました

　
冬
の
陣
で
は
役
場
と
会
場
を
結
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
大
活
躍
し
ま
し
た

が
、
役
場
前
の
停
留
所
付
近
で
女
性

用
と
見
ら
れ
る
時
計
が
落
ち
て
い
ま

し
た
。
お
心
当
た
り
の
方
は
役
場
の

総
務
課
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

雪
上
み
こ
し

　
　
　
　
活
き
！
生
き
合
戦

●
総
合
優
勝

不
動
明
王
み
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
チ
ー
ム
）

●
手
づ
く
り
部
門
賞

　
魔
除
け
二
面
天
狗

　
　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
蓬
和
会
）

●
活
き
！
生
き
！
部
門
賞

　
ガ
ン
バ
レ
神
戸
と
千
年
み
こ
し

　
　
　
　
　
　
（
千
年
し
よ
ね
会
）
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隆さん（中郷村）加藤

充さん（横浜市）宮澤

哲也さん（千年）橋高

　〔以下敬称略　100位まで〕

4位村山利男　（柏崎市）

5位北島優一（上越市）
6位関谷浩行（上越市）
7位小川　　睦（川西町）

8位中村良二（柏崎市）
9位　水野　正則　（十日町市）

10位　江村　　久　（十日町市）

11位　小森　隆夫　（上越市）

12位　竹内　康治　（名立町）

13位望月　朝桜　（上越市）

14位　岩崎　靖雄　（上越市）

15位　軽部　広雄　（上越市）

16位　保坂　　隆　（上越市）

17位　松野　　修　（安塚町）

18位　立川　雅行　（亀田町）

19位　藤田　直司　（十日町市）

20位　諏訪　部太　（吉川町）

21位　田中　達人　（上越市）

22位　古川　一夫　（上越市）

23位　山崎　正司　（上越市）

24位　種村　　勝　（上越市）

25位　根津　和久　（十日町市）

26位　田井　長一　（長岡市）

27位　中野　　隆　（上越市）

28位　佐藤　章一　（西川町）

29位　多田　昌康　（上越市）

30位　植木　義美　（柏崎市）

31位内川　隆（糸魚川市）
32位　渡辺　勝彦　（柏崎市）

33位　武田　重夫　（上越市）

34位　中村　　望　（青海町）

35位　布施　　勝　（上越市）

36位　山崎　哲嗣　（十日町市）

37位　村田　仙三　（高柳町）

38位　宮川　　健　（上越市）

39位　島谷　英樹　（上越市）

40位　関谷　良一　（松　代）

41位　佐々木民雄　（安塚町）

42位　瀬賀　　誠　（荒川町）

43位　米持　輝幸　（室　野）

44位　白倉　良之　（津川町）

45位　柳　　　卓　（松　代）

46位　中川　　守　（上越市）

47位　高木　洋行　（上越市）

48位　清野　　修　（三条市）

49位　本田　信明　（堀之内町）

のっとれ！嘉哩

雪
中
鉄
人
レ
ー
ス
に

　
　
　
　
　
　
参
加
三
百
四
十
五
人
／

　
昨
年
の
県
知
事
の
参
加
以
来
、
新

潟
県
内
で
も
ま
す
ま
す
有
名
に
な
っ

た
「
冬
の
陣
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

『
の
っ
と
れ
！
松
代
城
』
。

　
8
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
参
加
申

込
者
は
定
員
オ
ー
バ
ー
の
四
百
十
人

と
な
り
ま
し
た
。
上
越
市
を
始
め
、

県
内
か
ら
四
十
八
市
町
村
、
県
外
か

ら
も
十
四
市
区
で
三
十
九
人
の
申
し

込
み
と
い
う
大
人
気
。

　
「
雪
道
は
足
を
取
ら
れ
て
体
力
を

消
耗
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
脱
落
者

多
数
、
今
年
は
絶
対
け
が
の
な
い
よ

う
に
…
…
」
き
び
し
い
注
意
を
村
山

攻
撃
隊
長
か
ら
受
け
た
選
手
は
、
グ

ン
グ
ン
上
が
る
気
温
の
中
を
十
二
日

正
午
、
元
気
に
ス
タ
ー
ト
。

今
年
の
コ
ー
ス
は
昨
年
よ
り
少
し

長
め
の
二
・
九
㎞
、
あ
ま
り
の
暑
さ

に
シ
ャ
ツ
を
脱
ぎ
捨
て
る
選
手
や
、

応
援
も
コ
ー
ト
を
手
に
持
っ
て
と
い

う
人
も
大
勢
い
ま
し
た
。

　
七
十
代
の
若
月
さ
ん
、
関
さ
ん
を

始
め
、
六
十
代
が
一
名
、
五
十
代
が

十
八
名
、
四
十
代
が
五
十
四
名
と
、

全
体
の
二
割
は
四
十
歳
以
上
の
方
の

参
加
で
し
た
．

　
レ
ー
ス
は
結
局
、
四
連
覇
を
果
た

し
た
加
藤
隆
さ
ん
が
堂
々
の
優
勝
。

　
「
途
中
で
コ
ー
ス
を
間
違
え
て
し

ま
い
、
苦
し
い
レ
ー
ス
で
し
た
」
と

の
弁
で
し
た
が
、
そ
の
強
さ
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
だ
れ
か

実
力
で
城
主
の
座
を
奪
い
取
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
．

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
設
け
ら

れ
た
「
仮
装
大
将
」
に
は
頸
城
村
の

北
島
さ
ん
が
、
「
世
田
谷
賞
」
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
十
二
位
の
方
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

．
難

蠣
瀞

縄
輩箏辮

・
欝
九
，
、

毒
　
　
．

》
馬
落
し
、
早
く
も

　
　
　
　
差
が
つ
き
ま
し
た

》
気
合
い
を
入
れ
て
！

　
「
エ
イ
！
エ
イ
！
オ
ー
！
」

餐
、
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●遠島者（サイパン島）

　　新井市
　　津南町
　　上越市
　　十日町市

　　上越市
●仮装大将（サイパン島）

　　頸城村
●世田谷賞（世田谷記念グッズ）

　　大字千年

　　名立町

11

井川　　眞（堀之内町）

村田　浩幸（高柳町）

田村　利一（川西町）

竹内　一夫（吉川町）

山口　光俊（十日町市）

斉木　正三（柏崎市）

加藤　康洋（新潟市）

小嶋　玲子（犬伏）

太田　浩幸（頸城村）

阿部　芳孝（新井市）

若山万寿夫（川西町）

関川　　透（上越市）

鈴木　紀夫（松　代）

小堺　賢一（蓬　平）

大滝　正秋（浦川原村）

古川　俊治（長岡市）

酒井　正志（十日町市）

三浦　輝夫（柏崎市）

菅井　一之（上越市）

関谷　俊明（松　代）

松井　孝正（新潟市）

松下　賢治（松本市）

森田　貞一（上越市）

武田　栄治（上越市）

佐藤　勝也（刈羽村）

星野　　航（上越市）

鈴木　敦博（津南町）

近藤　哲英（柏崎市）

山田　克也（津南町）

高橋　賢治（津南町）

宮崎　洋一（三和村）

板垣　克行（上越市）

渡辺　一男（上越市）

上野　哲俊（上越市）

佐藤　俊一（新潟市）

庭山　英俊（新潟市）

伊藤　晋司（上越市）

大平　壮一（川西町）

杉田　　宏（上越市）

保苅　正幸（糸魚川市）

北島　潤一（頸城村）

飯田　宏（湯沢町）

竹田　浩治（上越市）

本間　秀基（長岡市）

近藤　雅則（小千谷市）

庭野　昭一（十日町市）

中村　嘉男（高柳町）

結城　孝信（世田谷区）

園家　智永（上越市）

柳　　春明（松　代）

小林　実（津南町）

　　　阿部芳孝さん
　　　小林　　実さん

　　　松村ゆみさん
　　　相澤　淳子さん

　　　池田　勇一さん

　　　北島　潤一さん

　　　志賀　のりさん

　　　竹内康治さん

群雛

▲あと一，息、、しかしつらい……

　　　　ふりむけば眺めは最高

2
　
、
〆
、
漁
懇
醤
伏
契
㎜

　
　
　
融
響
、
誰
認
ぬ
、
一
」
　
鑓
，
、

　
　
　
．
・
，
難
縫
　
　
婁
㌧
ー
破

　
　
　
騨
鐡
鮮
ユ
｛
鵡
》
フ
ワ
フ
羅

▲大健斗！　侍大将の高橋さん

　　　スキーをはけば優勝？かな

代
城
も

人
気
で
し
た

　　　▼城主の貫録？
き

q
加藤さん

『のっとれ◆ノ松代城』歴代城主一覧

驕催蕪 城　　壼 城代蒙捲 響張将 喫犬将 援軍実将

第　1　回
63年（1988）

池之畑

山賀健一郎

松代

五十嵐　博

福島

西潟　一浩

松代高校

相澤　容子
早稲田大学

鶴田　陵治

第　2　回
元年（1989）

峠
牧田　義明

仙納

室岡　春男

太平

市川　　清

松代高校

相澤　容子

川崎市

近藤　有希

第　3　回
2年（1990〉

高田自衛隊

東郷　　泰

松代

植木　貴幸

新潟市

関谷　浩行
松之山町

高橋トモ子

江東区

関谷　　正

第　4　回
3年（1991）

高田自衛隊

半戸　勝則

新潟市

関谷　浩行

中郷村

加藤　　隆
西山町

韮沢　栄子

千葉印西町

関谷　　正

第　5　回
4年（1992）

中郷村

加藤　　隆
西山町

山崎　裕之

青海町

関谷　浩行

松之山町

高橋トモ子
千葉印西町

関谷　　正

第　6　回
5年（1993）

中郷村

加藤　　隆

西山町

山崎　裕之

青海町

関谷　浩行
松之山町

高橋トモ子

横浜市

宮澤　　充

第　7　回
6年（1994）

中郷村

加藤　　隆

津南町

島田　博行
横浜市

宮澤　　充

犬伏

小嶋　玲子

横浜市

宮澤　　充

第　8　回
7年（1995）

中郷村

加藤　　隆

横浜市

宮澤　　充

千年

高橋　哲也

犬伏

小嶋　玲子

横浜市

宮澤　　充



雲O

重誌感

　
彼
岸
前
、
水
ぬ
る
む
と
申
し
ま
す

が
、
大
分
春
め
い
て
参
り
ま
し
た
。

　
故
郷
の
み
な
さ
ま
、
昨
年
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
の
会

東
京
松
代
会
も
、
関
谷
町
長
様
を
始

め
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
関

谷
徳
次
郎
会
長
を
先
頭
に
、
現
在
、

一
千
名
を
越
え
る
大
部
隊
と
な
り
ま

し
た
。
兵
法
を
引
用
す
れ
ば
「
勇
将

の
も
と
弱
卒
な
し
」
と
申
し
ま
す
が

ま
さ
に
こ
の
言
葉
が
正
解
で
あ
る
と

思
う
次
第
で
す
。
年
に
三
回
く
ら
い

故
郷
の
土
を
踏
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
会
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
幼
か
り
し
頃
、
父
は
私
に
「
い
つ

も
人
生
は
七
転
び
八
起
き
だ
、
し
っ

か
り
し
ろ
」
と
教
え
励
ま
し
て
く
れ

騨撃
艦

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
人
生
観
と
し

て
生
き
て
参
り
ま
し
た
。
若
く
し
て

両
親
の
元
を
離
れ
五
十
年
、
私
は
一

日
と
し
て
故
郷
を
忘
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
．

　
幼
い
時
か
ら
川
で
遊
び
、
魚
を
と

り
、
山
菜
を
摘
み
…
思
い
出
は

つ
き
な
い
ほ
ど
目
に
浮
か
ん
で
参
り

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
秋
の
『
ふ
る
さ
と
集

落
め
ぐ
り
の
旅
』
は
終
生
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
感
激
で
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
母
校
で
あ
る
孟
地
小
学
校

を
訪
問
し
、
校
舎
が
立
派
に
な
っ
た

の
に
は
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
時
の
流
れ
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
に
校
庭
の
桜
の
木
は
私
た

ち
と
同
じ
で
年
齢
を
隠
し
き
れ
な
い

姿
で
し
た
が
、
毎
年
四
月
と
も
な
れ

ば
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
花
が
咲

き
乱
れ
ど
ん
な
に
か
多
く
の
人
達
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
た
こ
と
か
と

感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　　　　載

　　　護

東京松代会　副会長

　　　（伊沢地区担当）

石田　龍作
　　　　　　　（写真左）

　（東京都足立区在住）

　
小
休
止
を
し
て
次
の
集
落
へ
と
出

発
、
懐
か
し
い
集
落
を
駆
け
め
ぐ
り

そ
の
先
々
で
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。
涙
の
出
る
ほ
ど
の
歓
迎
と
は

こ
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
翌
日
は
カ
ラ
オ
ケ
合
戦
、
な
ご
や

か
な
中
で
始
ま
り
、
大
変
な
盛
り
上

が
り
で
し
た
．

　
私
は
当
日
、
関
谷
孝
幹
事
長
の
率

い
る
赤
組
か
ら
出
場
し
『
晴
れ
姿
』

を
唄
い
ま
し
た
。
盛
大
な
拍
手
の
ほ

か
、
賞
品
が
多
く
て
宅
配
便
で
送
る

と
い
う
今
ま
で
に
な
い
体
験
を
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
節
は
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
三
月
十
二
日
の
『
松
代
冬
の
陣
』

も
目
の
前
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

我
が
輩
も
東
京
松
代
会
、
千
名
の
中

か
ら
代
表
と
し
て
乗
り
込
む
よ
し
、

よ
ろ
し
ゅ
う
頼
み
ま
す
。

　
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
『
感
謝
』

を
込
め
て
終
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
三
月
上
旬
　
記
）

請演会の
　お知ら竺

窃
酒
か
好
キ
）
后
万
々
へ

「
δ
后
た
ひ
適
量
b
？
し

　演
『題
ア
ノレ

コ

匿
ノレ

と

　
東
京
松
代
会
で
は
、
松
代
町
の
大

正
医
院
の
院
長
先
生
の
ご
子
息
で
、

長
ら
く
日
赤
病
院
に
お
ら
れ
、
現
在

「
目
黒
内
科
消
化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
開
業
さ
れ
て
い
る
関
谷
祐
之
先
生

を
迎
え
て
、
中
高
年
者
に
と
っ
て
大

き
な
関
心
事
で
あ
る
健
康
問
題
に
つ

い
て
ご
講
話
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
も
使
っ

て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

い
た
だ
い
て
お
お
ぜ
い
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

肝
臓
病
』

講
師
医
学
博
士

日
時

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
祐
之
先
生

　
　
　
平
成
七
年
七
月
九
日
（
日
）

　
　
　
　
十
一
時
三
十
分
～
十
四
時

会
場
　
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
9

　
　
（
J
R
新
宿
駅
西
口
よ
り
五
分
）

会
費
　
五
千
円
程
度
の
予
定
で
す
。

　
　
　
（
昼
食
、
飲
み
物
代
含
む
）

※
近
日
中
に
案
内
状
（
返
信
は
が
き

　
同
封
）
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

　
到
着
後
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
松
代
会
　
会
長
　
関
谷
徳
次
郎

　
奮
0
3
1
3
4
0
8
1
0
3
4
1

　
　
　
実
行
委
員
長
　
武
田
晃
平

　
盈
0
4
8
1
6
8
4
－
5
8
7
1

報卜ニ
ゴ
ロ

　東京松代会前副会長の秋山佐

久代さん（峰方地区、清水出身

屋号山佐屋）が去る3月14日、

永眠されました。ここに哀悼の

意を捧げるとともにお知らせい

たします。

　秋山さんは、あのしわがれた

声でにこやかに親しく話しかけ

てくださるとても誠実な方で、

日ごろは、俳句もたしなまれる

風流な一面もお持ちでした。心

からご冥福をお祈りいたします。

東京松代会

　　会長　関谷　徳次郎
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曳

　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
園
　
　
　
日
　
　
　
「
耳
　

鴛
礁
　
耽
墜

　
　
し
ぶ
み
句
会

す
こ
や
か
に
育
て
と
孫
の
初
節
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

せ
せ
ら
ぎ
の
リ
ズ
ム
に
遙
れ
て
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

お
と
な
　
　
　
　
　
　
　
ひ
い
な

訪
い
て
雛
の
酒
に
も
て
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

活
け
ら
れ
て
な
お
ほ
う
け
ん
と
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

友
見
舞
う
月
は
弥
生
と
か
わ
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
原
に
風
道
の
あ
り
す
さ
ま
じ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

豆
腐
買
う
人
入
れ
か
わ
り
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

山
眠
る
護
国
神
社
も
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

手
の
ひ
ら
に
受
け
て
閉
ざ
し
て
牡
丹

雪
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

琴
を
弾
く
女
の
集
い
雛
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

震
災
の
報
道
つ
づ
く
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

新
品
の
如
く
編
み
上
げ
古
毛
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

草
餅
を
奨
め
る
指
の
節
固
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

　
　
蒲
生
句
会

花
便
り
あ
り
返
信
は
雪
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

子
が
父
に
な
り
て
や
さ
し
く
雛
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
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飛
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乗
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え
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性

戦
士
も
な
か
に
ま
じ
れ
り

城
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寄
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駆
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ぼ
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若
き
戦
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の
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熱
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出
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メ
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に
．
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を
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に
も
好
手
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り
、
　
コ
ウ
に
。

　
　
5
分
で
3
段
、
3
分
以
内
で
高
段

　
　
者
。

　
山
地
の
少
し
湿
っ
た
と
こ
ろ
に

生
え
る
。
県
内
広
く
、
低
地
か
ら

高
山
に
至
る
ま
で
は
ば
広
く
育
っ

て
い
る
。
茎
が
短
い
た
め
、
葉
は

地
面
に
べ
っ
た
り
放
射
状
に
出
て

い
る
多
年
草
。
葉
の
先
は
と
が
っ

て
い
る
。
花
は
十
個
く
ら
い
固
ま

っ
て
横
向
き
に
咲
く
、
花
の
色
は

ピ
ン
ク
　
ま
た
は
ホ
ワ
イ
ト
で
、

雪
解
け
と
と
も
に
き
れ
い
に
咲
き

乱
れ
春
を
告
げ
る
花
で
あ
る
。
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∂懸轍」なδ《aておっ1
　　　（保育園⑨罎ωろ組岱発で奄）

　　　　あきら
若井　晃玩
　4　歳
松代つねしち

　　え　み　か
中村江美香㌦

　4　歳
松代きよしや

　　けん　　た
関谷健太尻
　4　歳
松代　　善屋

　　4月は「土地月間」土地取引のまえに……

一定面積以上の取引は届出が必要です

国土利用計画法のねらい

　国土の総合的かつ計画的な利

用を図ることを目的として、地

価の安定を図るとともに、土地

の乱開発の未然防止を図り、さ

らに遊休土地の有効利用を促進

することを目指すものです。

　この法律は、土地の投機的取

り引きや地価の高騰を抑制し、

乱開発などを未然に防ぐため土

地取り引きについて届出制を設

けています。次の一定面積以上

の土地の取り引きをしようとい

う時は、この法律によりあらか

じめ知事に届け出なければなら

ないことになっています。

◇市街化区域　　2，000m2以上

◇都市計画区域

（市街化区域除く）5，000m2以上

◇都市計画区域以外の区域

　　10，000m2（約1町歩）以上

〔松代町は都市計画区域以外〕

　個々の取引面積は小さくとも

『合計すると一定面積以上』と

なる一団の土地についても届出

は必要です。

届出から契約まで

　契約をしようとする時は、取

引の当事者（売買の場合であれ

ば売り主と買い主）は、取引の

予定価格や利用目的を記入した

知事あての届出書を契約を結ぶ

6週間前までに『役場』に届け

出てください。

　届出を受けた知事は、取引価

格と利用目的について審査をし

不適当と認める時は、取引の中

止または変更を勧告することが

あります。それ以外の場合には

届出日から6週間以内に勧告し

ない旨、文書で通知します。こ

の通知を受け取れば契約ができ

ることになります。

届出が必要な土地取引

　届け出なければならない土地

取引は、次の要件のものです。

◎売買　◎共有持分の譲渡

◎営業譲渡　◎譲渡担保

◎代物弁済　◎交換

◎予約完結権や買戻権等の譲渡

◎地上権や賃借権の設定、譲渡

届出をしないと

　届出をしないで土地取引をし

たり、偽りの届出をすると6か

月以下の懲役または、百万円以

下の罰金が課せられることがあ

ります。

　なお、届出に必要な用紙は、

役場にあります。詳しいことは

企画財政課におたずねください。

、
砺
騨
＾

心
姻
、

　
　
ヤ

●
一
h
鑑
，
し
〃

　
■
◎　

　
　
　
　
ロ

　
　
〃
／
－
と

伽
笏

伽
霧
、

“8

　自動車の登録・検査手続き、

自動車統計資料のお問い合わせ

に、音声またはFAXによる案
内サービスをご利用ください。

　利用時間は24時間、土・日・

祝祭日もご利用できます。音声

　「メッセージ」に従って、お聞

きになりたい内容が選択できま

す。また、FAXによる情報の

取り出しは、あらかじめFAX
兼用電話からおかけください。

※主なサービス内容

　〔音声〕

①登録手続きのご案内

　☆所有者の名義変更☆住所・

　氏名の変更☆廃車☆車検証・

　ステッカーの再交付

②検査手続きのご案内

　☆自動車検査の受検手続き

　☆改造自動車の届け出

〔FAX〕

①登録手続き関係

　☆音声①の各登録事項の必要

　書類☆その他の必要書類☆委

　任状・譲渡証明書の記入方法

②検査手続き関係

　☆自動車検査の受検のご案内

　☆改造自動車の届け出ご案内

③統計資料

　☆県の自動車保有数

　☆県の自動車数の推移

　☆各市町村自動車保有数

　☆新車新規登録・届け出状況

④その他

　☆新潟陸運支局への案内図

　☆登録・検査手数料一覧表

　☆自動車重量税率一覧表

　☆自賠責保険料率一覧表

　☆テレホンサービスシステム

詳しくは、新潟陸運支局まで

　勲カゴ交響楽団演奏会

日時平成7年5月30日
　　　　　午後6時30分開催
会場及びお問い合わせ先

新潟県民会館　盈025－228－4481

指揮者　ダニエル・バレンボイム

演奏曲目　R・シュトラウス

交響詩「英雄の生涯」op40ほか

前売り入場料　全席指定

　　　　　5，000円～15，000円
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護

成人式は5月3日
松代町の成人式は、5月3日

（憲法記念日）午前10時受付で、

総合センターで開催されます。

　本年度の対象者には、すでに

ご案内いたしましたが案内もれ

の方がありましたら、公民館ま

でご連絡ください。なお、今年

の対象者は、昭和49年4月2日

から50年4月1日生まれまでの

方です。公民館暦7－2301

出稼ぎ者のみなさんへ

　社保から国保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届出は14日以内に

鑑産癒蓬き 持参輩るもの

国
保
　
権
　
翻
　
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
巻
　
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

帯
　
の
　
他

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

15

珠算検定のお知らせ

●試験内容　1級～8級

●会　　場　総合センター

回　数 申込受付期間 試験日

4月13日休）～ 6月11日
第100回

5月12日（金） （第2日曜）

9月21日休）～ 11月19日
第101回

10月20日働 （第3日曜）

12月21日休）～ 平成8年

第102回 平成8年 2月18日

1月19日㈹ （第3日曜）

法定労働時間が

短縮されます

火日動態調査に

　　む協力を／

　平成7年4月1日から、規模
10人未満の製造業等一部の事業

場についての1週問の法定労働

時間が短縮されることになって

いますが、その内容は次のとお

りです。

①製造業、鉱業、建設業、運輸

交通業、貨物取扱業及び清掃・

と畜産の事業のうち、規模10人

未満の事業場の週法定労働時間

については、週44時間に短縮さ

れます。

②商業・接客娯楽業のうち、規

模5人未満の事業場の週法定労

働時間については、週46時間に

短縮されます。

※各事業場で定める1週間の所

　定労働時間については、上記

　の時間を越えることはできま

　せんのでご留意ください。

　なお、詳しくは

　十日町市宇都宮9　十日町労

　動基準監督署監督賃金係まで

　　　TELO257－52－2079

事業主のみなさんへ

労働保険の年度更新手続はお早めに！

　厚生省では人口動態調査を毎

年実施しています。この調査は

みなさんからの出生、死亡、死

産、婚姻及び離婚の各届書をも

とに、出生や死亡の状況などを

調べるものですが、国勢調査の

行われる年には、届書に職業も

記入していただくことになって

います。また、死亡届には併せ

て産業も記入していただき，ます。

　調査結果は、今後の保健福祉

の向上に役立たせるための統計

資料として利用されます。

　本年は国勢調査の年であるこ

とから、届出をされる方々には

ご面倒をおかけしますが、ご協

力くださるようお願い致します。

《調査期間》平成7年4月1日

から8年3月31日までの一年間
《調査対象者》出生・死亡・死

産・婚姻・離婚の各届を出され

る方々

《調査方法》各届書を出される

時に、それぞれ職業を記入して

いただきます。例えば「教員」

「プログラマー」の方は専門職、

「一般事務員」「集金人」の方は

事務職、「飲食店主」「小売店主」

の方は販売職、「美容師」「調理

人」「家政婦」の方はサービス職

というように書いていただきま

す。また、死亡届には農業、建

設業、不動産業といった産業も

併せて記入していただきます。

　届出をする市町村役場の窓口

に「出生届・死亡届・死産届・

婚姻届・離婚届をされる方にお

願い」が備えつけてありますの

で、参考の上記入してください。

また、わからない場合は、窓口

でお聞きください。

　厚生省大臣官房統計部

　　　　　　人口動態調査課

　労働者を一人でも雇用する事業

主は、労働保険（労災保険・雇用

保険）の加入手続きが必要です。

　労働保険の年度更新の手続きは、

お済みでしょうか？

　申告書の提出と保険料の納付は、

今年度は5月15日（月）が期限です。

まだ、お済みでない方は、お早め

に手続きをしてください。なお、

お問い合わせは十日町労働基準監

督署にお尋ねください。

　　　　TEL　O257－52－2079
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同團4》圃回
（2月26日～3月25日受付）

げんきな良い子に（出生）

　しんや秋山晋也ちやん正行・ジー二一さん

　　（男の子・清水・清八）
　か　な　こ高橋佳奈子ちやん政秋・洋子さん

　（女の子・松代・東北電力）
　はるな柳　春菜ちやん雅彦・裕美さん

　　（女の子・犬伏・政吉）
　のそむ小堺望夢ちやん正秀・美和子さん

　　（男の子・室野・半ぜん）
　か　の　こ鈴木佳乃子ちやん政広・良子さん

　　（女の子・松代・新町）
　さ　き室岡佐季ちやん正一・広美さん

　　（女の子・池尻・徳五郎）

ご冥福を祈ります（死亡）

小堺キヨさん

小堺わ乃さん

　93歳
（蒲生・孫兵工）

　89歳
（儀明・丹七）

※3月1日から住民票の続柄の
記載が変更になりました。

　「世帯主との続柄」欄では、

いままで『長男』とか『二女』

『養子の長女』などとなってい

ましたが、変更後の記載はすべ

て『子』となります。これは、

近年におけるプライバシー意識

の高揚等社会情勢の変化に配慮

して行われたものです。

法律の改正に伴い「げんきな

良い子に」の欄では『男の子・

女の子』という表現にいたしま
した。

また、この欄に掲載を希望し

ない方は届け出の際に戸籍係の

窓口にお申し出ください。

世界が注目〃
　　　　　　　なべたちやま
ほくほく線『鍋立山トンネル』

8036日めで　9恥侶

掘劇臼7し鵠し猶◎

　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
七
日
（
一

九
七
三
）
か
ら
八
千
三
十
六
日
目
の

平
成
七
年
三
月
七
日
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
は
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め

た
鍋
立
山
（
な
べ
た
ち
や
ま
）
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
を
完
了
し
、
超
膨
張
性

地
山
を
つ
い
に
克
服
し
ま
し
た
。

　
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
歳
月
、
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
長
い
間
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
後
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
外
壁
を
覆

う
工
事
を
七
月
完
了
予
定
で
行
い
、

そ
の
後
、
軌
道
敷
設
、
電
気
設
備
工

事
な
ど
を
順
次
行
う
予
定
と
の
こ
と

で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
工
事
は
続
き
ま

す
。
工
事
の
安
全
を
願
う
と
と
も
に

関
係
者
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。

　
来
年
秋
に
は
試
験
車
両
の
運
行
、

待
ち
か
ね
た
九
年
春
の
開
業
も
い
よ

い
よ
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
も
、
こ
の
春
か
ら
機
構

改
革
を
行
い
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
を

事
務
所
に
『
振
興
課
』
を
設
け
開
業

の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

〉
三
月
五
日
、
完
了
直
前
！

鍋立山トンネル

　　エ事の沿革

全長9，116．5m

昭和48年12月7日（1973）

　全体を三工区に分けて着工
★東工区　昭和53年8月（1978）

　　　　1，750．5m竣工
★西工区　昭和63年7月（1988）

　　　N　A　T　M工法により

　　　　4，039．Om竣工
★中工区　平成7年3月（1995）

　　　　3，327．Om掘削完了
卵形断面から掘削を始め、薬

液注入、T　B　M工法、山岳シー

ルド工法、シェル推進工法など

を採用するとともに、注入を主

体とする補助工法を実施して、

平成4年10月、導坑貫通にこぎ

つけました。

中央部の645mは『超膨張性
地山』と呼ばれ、特に地質が悪

く、昭和57年3月（1982）から

昭和60年8月（1985）までの、

3年5か月の間、国鉄経営再建
促進特別措置法の施行に伴い工

事が凍結されました。

その後、第三セタター「北越

急行株式会社」が設立されて工

事を再開、数々の難工事を克服

し、平成7年3月7日、ついに
その掘削を完了しました。

圃
園
圏
圃

▼
時
間
が
欲
し
い
、
も
っ
と
時
間
を
！

時
間
の
管
理
が
う
ま
く
な
い
の
で
し
よ

う
か
、
忙
し
い
月
末
に
な
る
と
必
ず
思

い
ま
す
。
で
も
、
一
日
は
二
十
四
時
間
。

誰
も
時
間
を
分
け
与
え
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
時
問
、
そ
れ

は
み
ん
な
が
同
じ
は
ず
な
の
に
自
分
だ

け
ぜ
い
た
く
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

ね
。
▼
「
時
間
だ
け
で
す
よ
、
神
様
が
万

人
に
平
等
に
与
え
て
く
れ
た
も
の
は
」

何
か
の
本
で
読
み
ま
し
た
。
要
は
使
い

方
、
周
到
な
準
備
・
段
取
り
が
あ
れ
ば

「
な
ん
の
こ
れ
し
き
」
と
切
り
抜
け
ら

れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
「
時
間

ど
ろ
ぼ
う
」
っ
て
こ
と
ば
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？
約
束
の
時
間
に
遅
れ

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
「
あ
な
た
が
遅
れ

て
い
な
か
っ
た
ら
、
会
議
は
と
っ
く
に

終
わ
っ
て
い
た
の
に
！
」
春
は
何
か
と

会
議
も
多
い
。
多
忙
な
人
ば
か
り
で
す
。

お
互
い
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

男　　2，380人　　（一20人）

女2，451人（一24人）

計4，831人（一44人）
世帯数1，483世帯（一9世帯）

出生6人　　死亡2人
転入25人　　転出73人

　　（7年3月末日現在）

　人ロの動き
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